
建設仮勘定見返運営費
交付金等

39¶270

建設仮勘定見返施設費 583¶456

特許権仮勘定見返運営
費交付金等

19¶681

特許権仮勘定見返補助
金等

248
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11¶968¶866

資産除去債務 94¶898

長期預り保証金 18¶027

国立大学財務・経営セン
ター債務負担金

2¶755¶077

長期借入金 24¶796¶791

退職給付引当金 22¶746

長期未払金 848¶129
EEEEEE

固定負債合計 40¶504¶536
EEEEEE

Ó 流動負債

運営費交付金債務 1¶886¶687

寄附金債務 3¶606¶418

前受受託研究費等 412¶420

前受受託事業費等 1¶436

前受金 134¶404

預り科学研究費補助金等 298¶029

預り金 408¶683

一年以内返済予定国立大
学財務・経営センター債
務負担金

547¶265

一年以内返済予定長期借
入金

1¶363¶538

未払金 5¶878¶414

前受収益 4¶642

未払費用 42¶118

未払消費税等 23¶635

賞与引当金 452¶109
EEEEEE

流動負債合計 15¶059¶807
EEEEEE

負債合計 55¶564¶343

純資産の部

Ò 資本金

政府出資金 56¶189¶780
EEEEEE

資本金合計 56¶189¶780

Ó 資本剰余金

資本剰余金 24¶409¶494

損益外減価償却累計額
（`）

－14¶509¶839

損益外減損損失累計額
（`）

－75¶679

損益外利息費用累計額
（`）

－10¶808
EEEEEE

資本剰余金合計 9¶813¶167

Ô 利益剰余金

前中期目標期間繰越積立
金

3¶970¶909

教育研究支援及び組織運
営改善積立金

262¶474

当期未処分利益 7¶160

（うち当期総利益） ( 7¶160
EEEEEE

)

利益剰余金合計 4¶240¶544
EEEEEE

純資産合計 70¶243¶493
EEEEEE

負債純資産合計 125¶807¶836
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注）１ 運営費交付金から充当されるべき退職給付引当金の見積額は、14¶206¶950千円であります。

２ 運営費交付金から充当されるべき賞与引当金の見積額は、838¶379千円であります。
３ 当事業年度末の債務保証残高は、3¶302¶343千円であります。
４ 独立行政法人国立大学財務・経営センターからの借入金26¶160¶329千円に対し、土地
12¶992¶483千円、建物22¶298¶536千円を担保として提供しております。
５ 利益剰余金のうち、法人移行時における固有の会計処理等に起因するもの
{ 国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合
いの資産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額の累計 11¶002¶939千円
当該借入金により取得した資産の減価償却費の累計 11¶144¶003千円
利益剰余金に与える影響額（差引き） －141¶064千円

| 国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの資産見
返物品受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価償却費が
診療経費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額の累計 640¶315千円

} 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる未収附属病院収入のうち、
国からの出資でなく譲与としたことによるもの 60¶175千円

~ 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる医薬品及び診療材料につ
いて、国からの出資でなく譲与としたことによるもの 433¶423
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